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Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

登録定員

Ⅴ アウトカム項目

横浜市泉・瀬谷区を中心に数多くのグループホームを持つ法人が運営する「なでし
こ」は平成１７年５月に開設されたバス通り沿いの芝生の広場と畑を持つ２階建て
の２ユニットのグループホームです。
＜優れている点＞
医療連携体制加算を受け、医療面での体制が整えられています。看護師が週１回訪
問し、精神科医・内科医の往診も月２回行われています。歯科医師の往診は、週１
回行われ、治療・口腔ケアの指導が実施されています。眼科・皮膚科などの通院に
は、職員が付き添っています。「看取りに関する指針」などの書類を整備し、看取
り介護を行っています。その他、外出の機会を多く作り出しています。日常になっ
ている散歩や買い物、行事として月１回法人が持っているレストランでの食事会や
そこでの月２回の音楽療法を行っています。その他鎌倉や三浦半島などへのドライ
ブにも行っています。
＜工夫している点＞
入居者の方が個々の役割などを持って、入居前と同じように楽しく生活出来るよう
に支援をしていることが挙げられます。新聞を取りに行ったり、リビングなどの共
有スペースをみんなで掃除しています。近隣の地区センターへ行くなどして地域の
一員であることを自覚を持っていただき地域の清掃活動や防災訓練に参加し防犯パ
トロールにも積極的に参加しています。その他納涼会や敬老会などの地域の行事に
参加しています。

なでしこが特に力を入れているのは外出支援と行事です。日常の散歩を始めとし、日
用品の買い物、鎌倉や江ノ島、三浦半島などへ、ドライブや食事などに行きます。職
員が行きたい所を選ぶのではなく、入居者の皆様から上がった要望に応えて決めてい
ます。また、月に１回法人内のレストランへの食事会と、月２回の音楽療法に出かけ
ています。行事は、誕生日会を始め、花見に流しソーメン、七夕に敬老会、月見、ク
リスマスや正月など、季節行事はもちろんの事、三浦半島へマグロを食べに行った
り、江ノ島水族館や鎌倉に行ったり、ドライブで山下公園やＭＭ２１へも行ったりし
ます。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

グループホーム　なでしこ

あい

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

会議の場で頂いた意見について、ホーム
の行事について良い評価を頂いている。
地域の行事のお誘いも受け、実際に参加
し、サービス向上に活かしている。会議
以外でも意見を頂いた件に関しては、即
実行している。

行政職員や町内会長などの意見で町内の
２つのグループホームが合同で運営推進
会議を２ヶ月に１度開催しています。会
議で地域の方と顔見知りになり、地域の
活動に地域の住民として受け入られ、敬
老会などの地域の行事に参加していま
す。

運営推進会議を通じて、ホーム内の行事
の紹介や、停電時の酸素使用者の対応法
など、意見交換するなどし、協力してい
る。またホームの外出行事の際、ケアプ
ラザに車椅子を入居者と借りにいくなど
し、積極的に伝えている。

行政が関与している入居者がいるので、
行政の担当のケースワーカーには、入居
者のことで報告や相談をしています。泉
区認知症高齢者グループホーム連絡会や
横浜市高齢者グループホーム連絡会の研
修にも参加しています。

毎日の散歩での挨拶の交流を始め、地域
の催し（夏祭り、盆踊り、敬老会、防犯
パトロール、地域清掃、避難訓練と炊き
出し等）に積極的に参加している。

町内会に加入し、町内会の敬老会・お祭
り・防災訓練、清掃などに参加していま
す。日課として散歩をしています。近隣
の地区センターに本を借りに行ったりし
ています。

　

運営推進会議の場で、消防訓練の時に、
認知症の方の動きの様子（予期せぬ動き
をする可能性や、よからぬ所に隠れる、
戻る、パニックになってしまう等）を説
明し、災害時の支援の方法について話を
する事がある。

　

個人の尊厳という所に着目し、在宅生活
を送ってきた方が、入居前のように当然
の如く外出や地域交流ができ、楽しく生
活できるようにという理念にしている。
また、買い物や散歩、ドライブと外に出
る機会を多く作り、実践へと繋げてい
る。

「個人の尊厳を大切し個々に役割、楽し
み、居場所を持っていただけるように」
という理念を掲げ、入居者が楽しく生活
できるように支援しています。入居前と
同じように散歩や買い物に行って地域と
の交流をしています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

成年後見人制度を利用している方もい
て、実践を通しての理解を深めている。
また、後見人と密に連絡をとり、利用者
を支援している。

契約時には、重要事項から始め、項目に
沿って一つずつ説明を行っている。疑問
にあがった事はその場で解決し、不安を
取り除けるよう努めている。

相談受付記録を残し、その後の運営に活
かせるよう努めている。また、外部評価
の際のアンケートを元に、運営に反映さ
せている。

苦情・相談マニュアルが整備され、苦
情・相談記録票が作成されています。玄
関には、ホーム苦情相談窓口の担当者と
外部苦情申立機関の連絡先を掲示してい
ます。

パート職員にも研修に参加して頂き、虐
待についての知識をつけてもらい、防止
に努めている。また、不可解なアザ等が
あった場合には連絡、報告をあげ、原因
を検討するなどし、虐待防止に努めてい
る。

玄関や、裏口等、施錠の施錠をしない取
り組みや、利用者に危険のない範囲で最
低限の施錠以外は解除している。また、
そのほかの拘束も、身体に危険の及ぶ緊
急やむを得ない場合を除き、拘束はして
いない。

「身体拘束マニュアル」を整備し、横浜
市高齢者グループホーム連絡会の研修に
参加しています。玄関は普段施錠してい
ません。ユニットの扉は、鍵を付けてい
ますが、入居者が新聞や回覧板を玄関ま
で取りに行くなど自由に出入り出来てい
ます。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

入居時に本人が気がかりとなっている事
を引き出すような会話をし、その事につ
いて安心や納得できるよう、簡潔で分か
りやすく説明したり、実際の入居者と少
し触れ合う機会を設け、関係作りに努め
ている。

交換研修の他に、グループホーム連絡会
等でも交流する機会がある。また、今年
から、区の施設が集まり、助け合いを考
える会が発足された。その他に、同町内
会のグループホームの夏祭りに参加した
りと交流もある。

研修に参加する以外ににも、日々の実践
を通して先輩職員が新入職員に指導をし
ている。補足として、管理者がその人に
あった指導をその都度し、少しずつト
レーニングを重ねていけるよう取り組み
をしている。

毎月の会議の場で、パートも含め、職員
の意見を重視している。また、日々の業
務に関しても、職員の意見を取り入れ、
その日から反映させる事も多くある。

毎月１回ユニット会議が開催されていま
す。管理者は、職員に対し普段から何で
も言い易い雰囲気を作り出しています。

人事考課表をつけ、賞与等に反映させて
いる。また、利用者の生活を乱さない範
囲で、働きやすい環境を心がけている。
やりがいに繋がるよう職員の意見を反映
する事に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

昔からの信仰や、お墓参り等、ボラン
ティアや職員が協力し、入居後も継続し
ておこなっている。遠方の家族や友人と
の連絡も電話や手紙のやり取りで、関係
を繋げている。

入居前から行っていた教会に毎週日曜日
に友人が連れ出しています。また、他の
友人が入居者を食事に連れて行ったりも
しています。入居前までの生活と同じよ
うにお墓参りに行く際には、職員が同行
しています。

自分の身の回りの事意外にも仕事を手
伝って頂くなどし、こちらが感謝の意を
表すこと等で、一方の立場に置かないよ
う工夫をしている。

本人の好物品の購入や、日用品の購入を
依頼してあり、日常のケアには欠かせな
い位置に置くよう努めている。本人と家
族の良好な関係作りの為に相談も随時う
けている。

雑談に近い形で話やすい雰囲気を作り、
こちらから積極てきに例をあげたりし、
聞きやすい状況を作っている。

ご家族が望むホームでの生活像も大切に
し、初期段階では、何に重点を置くか見
極め、持ち込み品などもアドバイスして
いる。また、その人の状況に合った主治
医の決定等も行っている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

過ごし方についてアプローチはするが、
各々、過ごし方も違う為、基本は本人の
好きなように過ごして頂いている。能力
に応じた日常の役割をもって頂き、その
日その日で臨機応変に対応して参加して
頂いている。

本人の意向は必ず確認している。食事形
態やトロミなど、希望しない場合は、危
険のないよう見守り、必要に応じてこち
らから相談している。自分だったらと考
えるよう職員にも指導している。

入居者の意思を尊重し、言葉掛けを多く
して、入居者の真意を理解するように心
がけています。よく話しかけることを念
頭に置いています。職員が入居者の中に
はいって一緒に入居者と同じ行動し、意
向の把握に努めています。

ご家族の居ない方が多い為、細かなとこ
ろの把握は不明な点が多いが、大まかな
経過等は把握し、趣味や特技、好きな音
楽等、以前の暮らし方を壊さないよう配
慮している。

契約終了後にも、少しお話を伺う等の
フォローをしている。荷物処分の相談等
も対応している。住み替え時も、相談を
受けている。

合わない方も中には居るが、孤立しない
よう、職員が間に入り、関わりの程度等
を考慮し、支えあえる環境を作るよう努
めている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

地域の防犯パトロールへの参加や、郵便
物を出しにポストへ行ったり近所の大型
スーパーや100円均一ショップ等へ買い
物へ出かけている。地区センターの図書
館は頻繁に利用している。

協力医療機関が２医院と歯科の往診があ
り、本人の心身の状況に応じた主治医を
選べるようになっている。また、家族の
希望も踏まえて検討している。その他に
必要があれば、整形や眼科、皮膚科、検
査に総合病院へも受診している。

内科もしくは精神科のかかりつけ医が月
2回往診に来ています。歯科医師・看護
師は週1回訪問しています。その他の眼
科・皮膚科などには通院する場合には職
員が付き添っています。医療連携ノート
を作成し各科の医師の所見を記入してい
ます。

日常の何気ない会話を個別のケース記録
と個別になっている申し送りノートに記
し、医療面にかんしては医療連携ノート
を元に、情報をまとめ、把握に努めてい
る。また、それらを計画の見直しにも活
かしている。

お盆や彼岸等に合わせてのお墓参りをし
たり、昔からの信仰の礼拝を継続する為
のボランティアの受け入れや、昔からの
愛読の新聞の購入等も行い、本人のニー
ズにできるだけ応えられるよう取り組ん
でいる。

本人の意見を重視し、排泄や、認知症の
デリケートな部分については、こちらの
判断も加え、本人の現状に合わせた計画
作成に努めている。

毎月のユニット会議で検討しています。
アセスメント・モニタリングシートを作
成した後、介護計画を作成しています。
医療連携ノートを確認し、看護師や医師
の意見を取入れています。見直しは３ヶ
月に１度行っています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

災害時の避難誘導方法は、掲示するなど
し、覚えるよう努めている。また、地域
との協力体制は、震災後の災害への不安
感もあり、少しずつ築けてきている。事
業所にも３日×１８名分の食糧と水分の
備蓄がある。

「緊急時非常時対応マニュアル」を作成
し、避難訓練を実施しています。地域の
避難場所として広い芝生の庭を活用して
もらう提案をしています。備蓄品は非常
食、水など３日分を準備しています。

終末期に向けては、家族、看護、主治
医、ホーム職員でムンテラを実施し、ケ
アの方針や治療の方針を決め、チームで
のケアを行っている。

「看取りに関する指針」「同意書」を作
成し、医師がターミナルステージになっ
たと判断した場合には、家族などに終末
期に向けた医療に関する説明を行い、希
望を聞いています。数名の看取りの実績
があります。

区の消防署にて行われる応急救護の研修
会に参加するなどしている。救急対応は
フローチャートに沿って行うよう指導し
ている。また、年２回の消防訓練を通じ
て、知る機会を設けている。

医療連携ノートを通じて、日々の心身の
状況を連絡し、入居者からの気になる所
は診て頂けるよう支援している。必要が
あれば、主治医への連絡をして頂いてい
る。

協力医療機関に基本的に入院を依頼して
いる為、協力できる体制がある。他医院
の場合にも、必要な情報以外に、随時連
絡を受ける事を伝え、実際に連絡も受け
る事もあり、連携に努めている。面会に
行く事で、本人の不安軽減にも努めてい
る
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

食事の準備は基本一緒に行っている。メ
ニューはその日食べたいものを伺い、一
緒に決めたりもする。また、法人内のレ
ストランに食事に行ったり、食事が届い
たりもしている為、楽しみにされる方が
多い

入居者の食べたいものをメニューに取り
入れ、季節の食材で職員と入居者が一緒
になって食事の支度をして、毎日の食事
を楽しんでいます。男性の入居者も後片
付けを手伝います。また、月に２回は法
人のレストランで中華料理を楽しんでい
ます。

毎日やその時の気分に合わせて、手伝い
をして頂いたり、アクティビティー（散
歩や買い物、歌等）を行っている。寝た
い時は寝るなど自由に過ごして頂いてい
る。

女性に関しては、ピアス、ネックレス、
マニキュアや化粧をしている。衣類に関
しては、本人の好きなものを着ていただ
いている。季節に若干合わなくても健康
に害が及ばない限り、本人の意思を尊重
している。

本人の性格等に合わせての声掛けを行っ
ている。その場の状況に応じても、言葉
遣いが変わっている。ケアの内容につい
ては聞こえないような配慮をしている。

玄関には「個人情報の取り扱いについ
て」「個人情報に関する誓約書」の文書
が掲げられています。「個人情報保護マ
ニュアル」「個人情報保護方針」（プラ
イバシーポリシー）を整備し、横浜高齢
者グループホーム連絡会の研修に参加し
ています。

むやみに職員が答えを出さず、なるべく
本人から訴えてくれるよう支援してい
る。また、次に繋がるよう、希望があっ
た事に関しては、即対応している。あま
り表に出さない方等については、選択肢
を用意し、簡単に答えられるよう配慮し
ている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

便秘の予防として、牛乳で効果がある方
や、寒天で効果のある方等、把握できた
方には摂取を促している。その他にも、
毎朝のラジオ体操や散歩等で運動量を増
やす取り組みをしている。

いつでも入れるようになっている為、希
望があれば入浴して頂いている。その他
に、入浴剤を使用したり、季節には菖蒲
やゆずを入れて楽しんで頂いている。

入浴は週に３回が基本ですが、希望があ
れば毎日でも可能です。お湯の温度も入
居者の好みに合わせています。入居者は
入浴剤や柚子湯等で季節感を出し入浴を
楽しんでいます。職員は入居者が浴室で
転倒しないように見守っています。

歯科より、各々のケアの方法等の指導を
受けて、実際に声掛けや介助をして、口
腔内の清潔に努めている。

オムツの使用をしている方も、排便はな
るべくトイレにお連れし、排泄できるよ
う努めている。減らせない失敗も多い
為、そっとフォローをするよう努めてい
る。

排泄チェック表を活用し入居者の排泄パ
ターンを把握し、適時にトイレに誘導す
ることで排泄の自立を促しています。ト
イレに通うようになり、おむつからリハ
ビリパンツに変わった方もいます。

食事に関しては、体重測定を毎週行い体
重の増減を元に食事量等を把握し、身体
にあったご飯の量を計測し提供してい
る。また、水分に関してはいつでも飲め
る状況を作り、少しずつ積極的に声掛
け、トータルでの量を増やしている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

日用品や、衣類等の本人の買い物につい
ては、職員が付き添い、一緒にレジに並
び、お金を取り扱える機会を設けてい
る。困難な方についても、レジに並び、
自分で購入している実感を持たせられる
よう支援している。

散歩が好きだったり、園芸や歌、各々の
趣味に合わせた時間を過ごせるよう、Ｃ
Ｄの購入や、種や植物の購入などし、ま
た、ドライブなどをしたりと支援してい
る

日常的に、日用品の買い物にでかけた
り、散歩やドライブ、遠方への希望があ
れば、行事企画を立て日帰りでの小旅行
もしている。お墓参りや、毎週の礼拝に
もボランティアの方と出かけている。

入居者同士で声を掛け合い散歩によくで
かけています。また、買い物や外食、防
犯パトロールなどに日常的に外出してい
ます。夏祭り等の地域行事に参加し、ま
た、鎌倉大仏や三浦半島への小旅行な
ど、入居者の希望に応じ外出を楽しんで
います。

日中はいつでも横になったり、ソファー
でテレビを見たりして頂いている。ま
た、そういった時に、コーヒーやお茶な
ど、その人の好物を提供し、ゆったりと
休む時間を心がけている。

特別な管理が必要な方は特に観察をし、
痛みの様子や、訴え等を記録に残し、ス
タッフ間で報連相をし、主治医に相談し
ている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

持ち込める方は昔から使っている鏡台や
タンス、仏壇や写真など、各々の思い出
の品を持ってきている。植物が好きな方
は植物を置いたりもしている。歌手のポ
スター等も貼っている。それらの配置等
はご本人と相談し決めている。

居室は入居者の馴染みの家具や置物で個
性的です。タレント歌手のポスターを壁
一面に飾っている入居者もいます。入居
時は本人の自宅を訪問し、部屋の置物や
家具の配置などを観察し、居室に違和感
がないように継続性に配慮しています。

日用品など、全て片付けてしまうと、容
易に使えなくなる為、危険が無い範囲
で、物品の配置は、皆さんが使いやすい
ように配置している。

リアリティーオリエンテーションを目的
とし直近の行事の時の写真を掲示してい
る。また、季節毎の飾り（雛人形や、五
月人形、七夕、月見、クリスマス、正月
等）をしたり、入居者の作品も飾ってい
る。

リビングにはゆったりとしたソファを置
き、入居者がテレビをみながら寛いでい
ます。廊下には旅行に参加している時の
大きな笑顔の写真があふれ、入居者はそ
れを見ては楽しい時を思いだして楽しん
でいます。

ソファーの配置換え等し、フロアーに居
ながら、少しの死角を設けることで、気
が抜ける場所を作るよう配慮している。

遠方のご家族に電話をしたり、本人の直
筆の手紙を送り、やり取りしている。ま
た、昔からの友人と向かいの喫茶店にお
茶に行くこともある。関係が切れないよ
うこちらも声掛けし、連絡を取るよう促
す事もある。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム　なでしこ

まこと

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

個人の尊厳という所に着目し、在宅生活
を送ってきた方が、入居前のように当然
の如く外出や地域交流ができ、楽しく生
活できるようにという理念にしている。
また、買い物や散歩、ドライブと外に出
る機会を多く作り、実践へと繋げてい
る。

毎日の散歩での挨拶の交流を始め、地域
の催し（夏祭り、盆踊り、敬老会、防犯
パトロール、地域清掃、避難訓練と炊き
出し等）に積極的に参加している。

　

運営推進会議の場で、消防訓練の時に、
認知症の方の動きの様子（予期せぬ動き
をする可能性や、よからぬ所に隠れる、
戻る、パニックになってしまう等）を説
明し、災害時の支援の方法について話を
する事がある。

　

会議の場で頂いた意見について、ホーム
の行事について良い評価を頂いている。
地域の行事のお誘いも受け、実際に参加
し、サービス向上に活かしている。会議
以外でも意見を頂いた件に関しては、即
実行している。

運営推進会議を通じて、ホーム内の行事
の紹介や、停電時の酸素使用者の対応法
など、意見交換するなどし、協力してい
る。またホームの外出行事の際、ケアプ
ラザに車椅子を入居者と借りにいくなど
し、積極的に伝えている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

パート職員にも研修に参加して頂き、虐
待についての知識をつけてもらい、防止
に努めている。また、不可解なアザ等が
あった場合には連絡、報告をあげ、原因
を検討するなどし、虐待防止に努めてい
る。

玄関や、裏口等、施錠の施錠をしない取
り組みや、利用者に危険のない範囲で最
低限の施錠以外は解除している。また、
そのほかの拘束も、身体に危険の及ぶ緊
急やむを得ない場合を除き、拘束はして
いない。

相談受付記録を残し、その後の運営に活
かせるよう努めている。また、外部評価
の際のアンケートを元に、運営に反映さ
せている。

成年後見人制度を利用している方もい
て、実践を通しての理解を深めている。
また、後見人と密に連絡をとり、利用者
を支援している。

契約時には、重要事項から始め、項目に
沿って一つずつ説明を行っている。疑問
にあがった事はその場で解決し、不安を
取り除けるよう努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

研修に参加する以外ににも、日々の実践
を通して先輩職員が新入職員に指導をし
ている。補足として、管理者がその人に
あった指導をその都度し、少しずつト
レーニングを重ねていけるよう取り組み
をしている。

毎月の会議の場で、パートも含め、職員
の意見を重視している。また、日々の業
務に関しても、職員の意見を取り入れ、
その日から反映させる事も多くある。

人事考課表をつけ、賞与等に反映させて
いる。また、利用者の生活を乱さない範
囲で、働きやすい環境を心がけている。
やりがいに繋がるよう職員の意見を反映
する事に努めている。

入居時に本人が気がかりとなっている事
を引き出すような会話をし、その事につ
いて安心や納得できるよう、簡潔で分か
りやすく説明したり、実際の入居者と少
し触れ合う機会を設け、関係作りに努め
ている。

交換研修の他に、グループホーム連絡会
等でも交流する機会がある。また、今年
から、区の施設が集まり、助け合いを考
える会が発足された。その他に、同町内
会のグループホームの夏祭りに参加した
りと交流もある。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

雑談に近い形で話やすい雰囲気を作り、
こちらから積極てきに例をあげたりし、
聞きやすい状況を作っている。

ご家族が望むホームでの生活像も大切に
し、初期段階では、何に重点を置くか見
極め、持ち込み品などもアドバイスして
いる。また、その人の状況に合った主治
医の決定等も行っている。

自分の身の回りの事意外にも仕事を手
伝って頂くなどし、こちらが感謝の意を
表すこと等で、一方の立場に置かないよ
う工夫をしている。

本人の好物品の購入や、日用品の購入を
依頼してあり、日常のケアには欠かせな
い位置に置くよう努めている。本人と家
族の良好な関係作りの為に相談も随時う
けている。

昔からの信仰や、お墓参り等、ボラン
ティアや職員が協力し、入居後も継続し
ておこなっている。遠方の家族や友人と
の連絡も電話や手紙のやり取りで、関係
を繋げている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

契約終了後にも、少しお話を伺う等の
フォローをしている。荷物処分の相談等
も対応している。住み替え時も、相談を
受けている。

合わない方も中には居るが、孤立しない
よう、職員が間に入り、関わりの程度等
を考慮し、支えあえる環境を作るよう努
めている。

本人の意向は必ず確認している。食事形
態やトロミなど、希望しない場合は、危
険のないよう見守り、必要に応じてこち
らから相談している。自分だったらと考
えるよう職員にも指導している。

ご家族の居ない方が多い為、細かなとこ
ろの把握は不明な点が多いが、大まかな
経過等は把握し、趣味や特技、好きな音
楽等、以前の暮らし方を壊さないよう配
慮している。

過ごし方についてアプローチはするが、
各々、過ごし方も違う為、基本は本人の
好きなように過ごして頂いている。能力
に応じた日常の役割をもって頂き、その
日その日で臨機応変に対応して参加して
頂いている。

福祉サービス第三者評価機関 しょうなん　　株式会社フィールズ



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

本人の意見を重視し、排泄や、認知症の
デリケートな部分については、こちらの
判断も加え、本人の現状に合わせた計画
作成に努めている。

日常の何気ない会話を個別のケース記録
と個別になっている申し送りノートに記
し、医療面にかんしては医療連携ノート
を元に、情報をまとめ、把握に努めてい
る。また、それらを計画の見直しにも活
かしている。

お盆や彼岸等に合わせてのお墓参りをし
たり、昔からの信仰の礼拝を継続する為
のボランティアの受け入れや、昔からの
愛読の新聞の購入等も行い、本人のニー
ズにできるだけ応えられるよう取り組ん
でいる。

地域の防犯パトロールへの参加や、郵便
物を出しにポストへ行ったり近所の大型
スーパーや100円均一ショップ等へ買い
物へ出かけている。地区センターの図書
館は頻繁に利用している。

協力医療機関が２医院と歯科の往診があ
り、本人の心身の状況に応じた主治医を
選べるようになっている。また、家族の
希望も踏まえて検討している。その他に
必要があれば、整形や眼科、皮膚科、検
査に総合病院へも受診している。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

医療連携ノートを通じて、日々の心身の
状況を連絡し、入居者からの気になる所
は診て頂けるよう支援している。必要が
あれば、主治医への連絡をして頂いてい
る。

協力医療機関に基本的に入院を依頼して
いる為、協力できる体制がある。他医院
の場合にも、必要な情報以外に、随時連
絡を受ける事を伝え、実際に連絡も受け
る事もあり、連携に努めている。面会に
行く事で、本人の不安軽減にも努めてい
る

災害時の避難誘導方法は、掲示するなど
し、覚えるよう努めている。また、地域
との協力体制は、震災後の災害への不安
感もあり、少しずつ築けてきている。事
業所にも３日×１８名分の食糧と水分の
備蓄がある。

終末期に向けては、家族、看護、主治
医、ホーム職員でムンテラを実施し、ケ
アの方針や治療の方針を決め、チームで
のケアを行っている。

区の消防署にて行われる応急救護の研修
会に参加するなどしている。救急対応は
フローチャートに沿って行うよう指導し
ている。また、年２回の消防訓練を通じ
て、知る機会を設けている。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

本人の性格等に合わせての声掛けを行っ
ている。その場の状況に応じても、言葉
遣いが変わっている。ケアの内容につい
ては聞こえないような配慮をしている。

むやみに職員が答えを出さず、なるべく
本人から訴えてくれるよう支援してい
る。また、次に繋がるよう、希望があっ
た事に関しては、即対応している。あま
り表に出さない方等については、選択肢
を用意し、簡単に答えられるよう配慮し
ている。

毎日やその時の気分に合わせて、手伝い
をして頂いたり、アクティビティー（散
歩や買い物、歌等）を行っている。寝た
い時は寝るなど自由に過ごして頂いてい
る。

女性に関しては、ピアス、ネックレス、
マニキュアや化粧をしている。衣類に関
しては、本人の好きなものを着ていただ
いている。季節に若干合わなくても健康
に害が及ばない限り、本人の意思を尊重
している。

食事の準備は基本一緒に行っている。メ
ニューはその日食べたいものを伺い、一
緒に決めたりもする。また、法人内のレ
ストランに食事に行ったり、食事が届い
たりもしている為、楽しみにされる方が
多い
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

食事に関しては、体重測定を毎週行い体
重の増減を元に食事量等を把握し、身体
にあったご飯の量を計測し提供してい
る。また、水分に関してはいつでも飲め
る状況を作り、少しずつ積極的に声掛
け、トータルでの量を増やしている。

歯科より、各々のケアの方法等の指導を
受けて、実際に声掛けや介助をして、口
腔内の清潔に努めている。

オムツの使用をしている方も、排便はな
るべくトイレにお連れし、排泄できるよ
う努めている。減らせない失敗も多い
為、そっとフォローをするよう努めてい
る。

便秘の予防として、牛乳で効果がある方
や、寒天で効果のある方等、把握できた
方には摂取を促している。その他にも、
毎朝のラジオ体操や散歩等で運動量を増
やす取り組みをしている。

いつでも入れるようになっている為、希
望があれば入浴して頂いている。その他
に、入浴剤を使用したり、季節には菖蒲
やゆずを入れて楽しんで頂いている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

日中はいつでも横になったり、ソファー
でテレビを見たりして頂いている。ま
た、そういった時に、コーヒーやお茶な
ど、その人の好物を提供し、ゆったりと
休む時間を心がけている。

特別な管理が必要な方は特に観察をし、
痛みの様子や、訴え等を記録に残し、ス
タッフ間で報連相をし、主治医に相談し
ている。

散歩が好きだったり、園芸や歌、各々の
趣味に合わせた時間を過ごせるよう、Ｃ
Ｄの購入や、種や植物の購入などし、ま
た、ドライブなどをしたりと支援してい
る

日常的に、日用品の買い物にでかけた
り、散歩やドライブ、遠方への希望があ
れば、行事企画を立て日帰りでの小旅行
もしている。お墓参りや、毎週の礼拝に
もボランティアの方と出かけている。

日用品や、衣類等の本人の買い物につい
ては、職員が付き添い、一緒にレジに並
び、お金を取り扱える機会を設けてい
る。困難な方についても、レジに並び、
自分で購入している実感を持たせられる
よう支援している。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

遠方のご家族に電話をしたり、本人の直
筆の手紙を送り、やり取りしている。ま
た、昔からの友人と向かいの喫茶店にお
茶に行くこともある。関係が切れないよ
うこちらも声掛けし、連絡を取るよう促
す事もある。

リアリティーオリエンテーションを目的
とし直近の行事の時の写真を掲示してい
る。また、季節毎の飾り（雛人形や、五
月人形、七夕、月見、クリスマス、正月
等）をしたり、入居者の作品も飾ってい
る。

ソファーの配置換え等し、フロアーに居
ながら、少しの死角を設けることで、気
が抜ける場所を作るよう配慮している。

持ち込める方は昔から使っている鏡台や
タンス、仏壇や写真など、各々の思い出
の品を持ってきている。植物が好きな方
は植物を置いたりもしている。歌手のポ
スター等も貼っている。それらの配置等
はご本人と相談し決めている。

日用品など、全て片付けてしまうと、容
易に使えなくなる為、危険が無い範囲
で、物品の配置は、皆さんが使いやすい
ように配置している。
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　（別紙４（２）） 事業所名　　ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ　なでしこ

目標達成計画 作成日：　平成　23　年　12　月　15　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 3

運営推進会議への地域の方の参加が少ない。 防犯パトロールや地域の行事に参加すると共
に、地域の役員さんとの信頼関係を築けるよう
に、アプローチを工夫する。

①地域の防災訓練や、登下校時のパトロールに引
き続き参加。②庭で取れた柑橘類を玄関に置くだ
けでなく、直接おすそ分けしに伺うなどし、積極的に
交流を図る。③協力依頼だけでなく、こちらも引き
受けられる仕事を引き受ける。

12ヶ月

2 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的
な計画を記入します。


